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前回まで名詞接尾辞を見てきましたが、これは

数も多いので、また折に触れて紹介することにし

ます。今回は少し名詞接尾辞から離れ、形容詞接

尾辞を見てみたいと思います。語を形容詞にする

接尾辞をいくつかあげてみます。
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一ａ「
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－ｏｕｓ ：

～の、～に関する、～に属する、

という意味を表す形容詞語尾

～の多い、～性の、～に似た、

という物質、状態を表す形容詞語尾

十二指腸を表す連結形は ｄｕｏｄｅｎ／ｏですが、この

語根 ｄｕｏｄｅｎに形容詞接尾辞の －ａｌを つけ ると、

ｄｕｏｄｅｎ／ａｌ 十二指腸の、 十二 指腸に関す る、とい

う形容詞 がで きます。 ｄｕｏｄｅｎ／ａｌｃａｒｅｉｎｏｍａ（ｃａｎ－

ｃｅｒ）にすると十二指腸 癌となります。形容詞接

尾辞 －ａｌのかわりに名詞接尾辞 一ｕｍを つけ ると

ｄｕｏｄｅｎ／ｕｍ十二指腸（名詞）が できるとい うことは

以前にお話ししました。同様にし て、直腸ｒｅｃｔ／ｏ

の形容詞形はｒｅｃｔ／ａｌとな り、 ｒｅｃｔ／ａｌ ｃａｒｃｉｎｏｍａ

（ｃａｎｃｅｒ） にす ると直腸癌 となります。名詞形は

ｒｅｃｔ／ｕｍ です。空腸 ｊｅｉｕｎ／ｏの場 合は、形容詞が

ｊｅｊｕｎ／ａｌ、名詞が ｉｅｊｕｎ／ｕｍ、また回腸 ｉｌｅ／ｏは

ｉｌｅ／ａｌ、ｉｌｅ／ｕｍ となります。 ｃｅｒｅｂｒ／ｏ は 大 脳に

関す る語をつく るのに用い られる連結形ですが、

これ も形容詞形は ｃｅｒｅｂｒ／ａｌ、名詞形はｃｅｒｅｂｒ／ｕｍ

です。腹部を表す語 ａｂｄｏｍｉｎ／ｏ の形容詞形は

ａｂｄｏｍｉｎ／ａｌですが、名詞形は ａｂｄｏｍｅｎ となりま

す。腎臓を表す連結形ｒｅｎ／ｏは、形容詞形はｒｅｎ

／ａｌですが、名詞形は普通 ｋｉｄｎｅｙを使います。脊

椎、脊柱 を意味す るｓｐｉｎ／ｏは、形容詞形は ｓｐｉｎ／

ａｌ、名詞形は ｓｐｉｎｅです。

－ａｒ をつけて形容詞にす る語はそれほ ど多 くあ
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りません。とりあえずは、扁桃を表す ｔｏｎｓｉｌｌ／ｏ

の形容詞形 ｔｏｎｓｉ１１／ａｒと、腰部、腰椎を意味する

ｌｕｍｂ／ｏの形容詞形 ｌｕｍｂ／ａｒとを覚えておきまし

ょう。名詞形はそれぞれ ｔｏｎｓｉｌ、ｌｕｍｂｕｓですが、

このラテン語からきた ｌｕｍｂｕｓという形はあまり

使われず、普通は １０１ｎ を使うようです。

－ａｃ も非常に少なく、よく使われるものですぐ

に思い出されるのは、心臓に関係する語をつくる

時に用いられる ｃａｒｄｉ／ｏの形容詞形 ｃａｒｄｉ／ａｃぐら

いでしょうか。名詞で使う時は、普通 ｈｅａｒｔを用

います。

－ｉｃ を使用する語はたくさんあります。胃を意

味する連結形ｇａｓｔｒ／ｏの形容詞形は ｇａｓｔｒ／ｉｃ、肝

臓ｈａｐａｔ／ｏはｈｅｐａｔ／ｉｃです。それぞれ名詞で使う

時はｓｔｏｍａｃｈ、ｌｉｖｅｒの形を使います。豚臓を表

すｐａｎｃｒｅａｔ／ｏ の形容詞形はｐａｎｃｒｅａｔ／ｉｃ、牌臓

ｓｐｌｅｎ／ｏ はｓｐｌｅｎ／ｉｃとなり、 これらの名詞形は

ｐａｎｃｒｅａｓ、ｓｐｌｅｅｎです。結腸を意味するｃ０１／ｏの

形容詞形は ｃｏｌ／ｉｃ、名詞形はｃｏｌｏｎです。ｔｈｏｒａｃ

／ｏは胸に関する語に使用しますが、形容詞形は

ｔｈｏｒａｃ／ｉｃ、名詞形はｔｈｏｒａｘ．です。

－ｏｕｓは前記の形容詞語尾と少し違って、物質、

状態を表します。ｖｅｎ／ｏは静脈を表す連結形です

が、形容詞形はｖｅｎ／ｏｕｓで静脈の、静脈性の、と

いう意味になります。名詞形は普通 ｖｅｉｎ を使い

ます。ｍｕｃ／ｏは粘液を意味する連結形です。形容

詞形は ｍｕｃ／ｏｕｓで粘液の、粘液性の、という意味

です。名詞形はｍｕｃ／ｕｓです。ｓｅｒ／ｏ は漿液を表

す連結形ですが、形容詞形はｓｅｒ／ｏｕｓで漿液の、

漿液性の、血清の、という意味になります。名詞

形はｓｅｒ／ｕｍ です。

以上、簡単に形容詞接尾辞を見てみました。今

まで名詞接尾辞、形容詞接尾辞と話を進めてきま

したが、接尾辞については一旦ここで筆を欄くこ

とにし、次回からは接頭辞に入りたいと思います。
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